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■■■高齢者介護課だより No.８

いいきいき人生！高齢者福祉者福祉サービスのご紹介

問い合わせ　高齢者介護課
　　　　　　　　　　　地域包括支援センター　 57-8511

【問い合わせ】夜須中央公民館　　54-2121

認知症を知って、みんなで支えよう。

　「認知症」は誰にでも起こる可能性のある病気です。
　さまざまな原因で、脳の細胞が死んでしまったり、働きが悪くなるために
起こる脳の病気です。
　「認知症」になると、物忘れがひどくなり、日常生活や仕事などの社会生
活がうまく送れなくなるといった症状がでてきます。しかし、周囲がサポート
することで「認知症」になっても安心して暮らしていくことができます。

●同じものをいくつも買ってくる
（１つのことにこだわりつづける）

●お金の計算ができない
（順序だてて考えられない）

●プライドが高くなる
（嫌な思いは記憶に残る） あれ？と思ったら早期に受診。

　記憶する力が弱くなり、大切な情報を覚えることがで

きません。一度思い込むと当分そのことだけにこだわり

続けますので、何度も同じものを買ってきます。

　忘れているので、否定せずに、本人の気持ちになって

上手に話を合わせてみましょう。

　どのお金を出せば、払えるかがわかりません。とりあ

えず、お札を出せば計算ができないことを気づかれずに

買い物ができます。片付けも苦手になりお釣りの小銭

もあちこちに置いたままになります。お金の支払時や管

理もさりげなく確認してあげましょう。

　人はみなプライドをもっています。子ども扱いされた

り馬鹿にされたりすると、同じように不愉快な思いをし

ます。特に認知症では、感情面で嫌な思いをしたこと

は、強く心の中に残ります。機嫌を損ねると対応が難し

くなりますので、人生の先輩として敬う気持ちをもって

接しましょう。

　かかりつけ医の先生から、画像診断のできる病院や

専門医を紹介してもらいましょう。おもに認知症は精神

科・神経内科・老年科の医師が診察しています。大きな

病院では、物忘れ外来など認知症専門の科があります。

予約制のところが多いので、事前に問い合わせて受診し

ましょう。

認知症高齢者を考える会「明日葉会」から講演会のお知らせ

◆内容：「認知症の家庭介護」

◆申込み：10月29日（金）までに、高齢者介護課・社会福祉協議会

◆講師：認知症介護研究・研修東京センター

　　主任研究主幹、ケアマネジメント推進室長　永田久美子さん

してあげる介護から生きることの支援へ…

よくみられる症状と対応

【認知症ってなあに？】

のいちふれあいセンター

（金）
13時30分～15時

入場無料
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